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舞鶴層群の堆穫 と ニ 畳 紀 構 造 運 動

一一舞鶴地帯のH~序と構造(その 11)一一

清水大吉郎*.志1I皮常JI.*. [11沢幸:二*.野上硲生*

(1961年 10月 14日受理)

Sedimentation of the Maizuru Group and Permian Tectonic Movement 

一-AStudy on the Stratigraphy and Geologic Structure of the Maizuru Zone (Part 11) 

Daikichiro SHIMIZU， Tsunemasa SHIKI， Keiji NAKAZAWA and Yasuo NOGAMI 

(Abstract) 

Succeeding to the former report，the writers deal with sedimentary environment，paleogeography 
and tectonics of the Permian Maizuru Group， Southwest Japan. Judging from sort of pebbles 

of conglomerate， we can suppose a uplifting land behind the Maizuru Zone， where limestone 
plateaus and other rocks of Paleozoic formations and the Yakuno Rocks (complex of acidic 

and basic intrusive rocks and metamorphic rocks) had exposed. Sedimentary environments 

were a quiet shal10w sea at the begining and a subsiding basin with turbidity current at the 

middle and a fanglomeratic or de1taic condition at last. Tectonic relations between the 

Maizuru Group， the Sangun Metamorphic Rocks and the Yakuno Rocks are discussed in the 

last chapter. Al1 these are the products of orogenic movement occured in the last stage of 

Paleozoic geosyncline in Japan. 

I はしがき

われわれはさきに舞鶴地帯に発達する -化石および対比な

今回はそれにひきつづき，同層群の堆積環境を報告し，あわせて二畳紀II~I後期における

とした古地理・構造運動などについて論じたい。

11堆積環境

1. 後背地

Jll心

舞鶴層群の合磯砂岩頁岩相と公圧相，とくに後者には磯岩が多い。これら機おの磯は大別すると，

a)砂岩・頁岩・チャート・石灰岩・安山岩・玄武岩など古生層からもたらされたと考えられるもの

と， b)石英斑岩・グラノファイアー・花尚斑岩・花尚閃総岩・斑れい岩・角閃岩・片麻岩・ミロナ

イトなど広義の“夜久野岩類"に対比されるか，あるいはこれと非常に似た岩質のものと，にわけら

れる O

a) 前者のうち石灰岩機には化布を含むものがあり， これは後背地の地質を考える上に重要であ

る。化石は次のようないくつかの化石種の組合せのものからなる (NOGAMI1959)。
6. Neoschwagerinαdouvillei -N. margmゴtαeAssemblage 

5. Neoschwagerina a百 simρlex Assemblage 

4. Pseudofusulina sp. A. Assemblage 

3. Pseudofusulina yobαrensis Assem blage 
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2. Triticites sp. A. Assemblage 

1. Fusulinella itoi Assemblage 
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これらの組合せばそれぞれ西南日本内帯の石灰岩台地の化石帯のものに対応している。 したがっ

て，これらの化石をもっ擦は，現在みられる西南白木内帯の石灰岩地から，あるいは今はみられなく

とも，かつて存在し ら，供給されたものに違いない。石灰岩礁というものが，

で消失しやすい undurableなものであること，それにもかかわらず，これらの礁が時に

れていること，などを考えると，これらの擦はごく近くから供給されたものと

される。上のようなことから，丹後・但馬地帯の，現在花l笥岩・第三系火山岩などが分布している

地域に，当時，阿哲・秋吉などと伺様な化石帯をもっ台地が存在していてそこから多くの擦が供給さ

れたものと推論することができる O

チャートの擦にも，上の推論を支持する資料がある。 弓しfこと

チャート磯の多くにも，海百合破片そ

ものもある O

かには9 や

ン ゴ幻αkazawaiをふくむ際がみ

.~ """ し、らや。

ものであるが9 これと

していた疑いもある。

らも，

てはとくにのべることはない。ただこ

ともなっていることと，輝総岩，いわゆる

らなることが注目される。

もの

して

1961) 

ある。②に対

(加納， 1961) 0 

maturity のちがい

ほとん

から

して

る資料は今のところ

とも考え合せてみると，これらは比較的沈降の著しく

ない時期と場所に，流れの少い静かな環境の下lこ積成したものであろうと られる O 明らかな

と場所に積成したもので， のなかでもとくに

ヰ これらの地域はおおむね舞鶴地帯の北方に位置しているが，上郡支帯の相生市中野および上郡市細野附近

の磯岩の場合には，すぐ南側に供給源を考えねばならない。
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Flysch I~向性絡のつよい部分である O

Graded bedding，muddy conglomerateの発達については先にのベた(清水・中沢・志岐・野上，

1962)。細磯岩(径2，，-，4mm，通常の tractionによってはー香運搬されにくい粒径のもの)が

(流れの非常に小さいところでのみ積成する)の中に，化石床状あ

るいはいも状に発達することは， turbidity current 以外のものでは説明できないの田町， 1961)。

られるが， 舞鶴群層のものはそれらにくらべ砂粒とし

ちじるしく少いこと， 砂粒淘汰が一層悪いこと汽などのちがいが

ある O これらのことは，積成盆の大きさ，したがって陸地からの距離のちがいを反映している。

ことは，上にのべたように確かである。

それにもかかわらず砂岩の石英粒は少い。これに対し，丹波層群の砂岩には一般に長石片がし、ちじる

しく少い。丹波層群の砂岩の砂粒は一度通常の traction によって淘汰をうけ

って，のちふたたび turbiditycurrentによるはげしい運搬作用をうけ，また， ?尼質物質をとりこ

んだものであろう O これに対して，舞鶴層群の砂岩の砂粒は， 静かな水底 (clino唱 nvironment，，-，

fond -en vironmen t)までかなり直接的に運びこまれたものであると考えられる。 Leβidolinαtori-

yamai化石群の大部分および河東化石群の一部が上記のような細磯岩中に個体として産することも
ッー
にー るO

j可東化石群の化石が小型であることは先にのベた。しかしこ

な自生の黄鉄鉱はほとんど、みとめられていない。一方，
'r 三ニ レテP

、一/礼- '-， にみとめられる例もあり*ぺ ざされた内海的なものと

はいっても，それほど還元性のものではなかったものと思われる。

公庄層の岩相，化石相は，一般の舞鶴層群の上部の地層のそれとは大変異っている。

謬原附近の磯岩層もふくめて，それは北方にあった陸からもたらされた砕屑物が， ) 11口近く

堆積したもので，多分に talus的な性格の部分の多い三角:)・1'1'14:堆積物であり，したがって積成盆地

周縁のものである。現在公正層が一般の舞鶴層群の分布域の中央近くにあることを考えると，これら

とそれに伴う地層は，海岸線が北から南へ進出した時期，すなわち，積成盆が縮少した時期jの

あるといわざる

よび落合，翠原附近のi諜岩には，先にものべたように，侵食運搬にたいして undurable

な岩石が多数陳としてみられる O これにたいして，合磯Ti少岩頁岩相の muddyconglomerateは，

しろより immatureであるにもかかわらず，際としては，比較的

durable な岩石が多く出現する。このことも，供給源からの距離， 運搬のされかたなどのちがいに

よるものであると考えられる(加車内・中沢・志岐， 1961，前出)。

も述べたように他の相にない特異なものであることは，やはり

を示すものではないで、あろうか。

III 構造運動と古地理

とがだいたい並行していることは，早くから注昌されそれらの

られている (KOJIMA1953，山下 1957，rj二!沢ほか 1958，中沢 1959)。

これらの分布の方向と斜交するが，同地帯の夜久野岩類のうちの南側の

* 砂粒と泥質基質とのふるいわけは甲乙がない。

料兵庫県山崎東方 (NAKAZAWA& SHIMIZU， 1955) 
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第 1国 舞鶴居若手とそれに関連する岩体の分布図

a 石灰岩台地 b 三郡変成岩類 C 夜久野岩類

d 舞鶴層群 e 非変成古生層

とその南側

くのびており，やはり

と夜久野岩類の貫入との関係

が密接なことを示している。ま

(1959)は，岡山県の三

郡変成帯中に夜久野岩類(片麻

状変斑れい岩)の岩体がみられ，

三郡変成の末期の貫入と考えら

れることをのべている D

三郡変成が西南日本における

古生代地向斜の造山帯への転化

とその発展に関係するものであ

ることは，ほぼ異論のないとこ

ろであろう O 舞鶴地帯の生成もまた，このような造山帯の発展過程における とつの出来事で、

あれその一段階をなすものであると考えねばならない。

まずおびただしい塩基性岩の噴出ではじまった。

述のように丹波層群の Neoschwagerinα帯附近に対比されるものであれ， あるいはさら

に上位に対比されるものであれ，その噴出時期は丹波地帯で、の同様岩類の主要な噴出時期よりおくれ

ていることはたしかである。その噴出は日本の古学代地向社全体ょしてみればその消滅期の火成活動

であるが，舞鶴地帯のみについてみれば，堆積盆形成の初期火成活動的意義をもっている O

輝緑凝灰岩の噴出にひきつづき，夜久野貫入岩類すなわち，斑れい岩・

どが貫入，日賞1::11

1し，角閃岩・黒雲母片岩 .)十麻岩などの上昇がおこっている

か 1954a. b，加納ほか 1959，猪木 1959，中沢 1961など)。これによって，

成，沈降が一種の深部裂カの形成とむすびついていることが想像される O

これらの岩類の少くとも一部は，舞鶴層群堆積i二1=1にすで、に地表に露出し，

の{也の重要な供給源となった。しかし一方では，夜久野岩類は各所で、舞鶴層群を貫いている

;猪木，黒田，服部，前出;猪木， 1959)。夜久野岩類の貫入が 2回以上にわたる

-花尚斑

(広川ほ

砂岩そ

(1玄J1Iほ
ラ'

'-

のような岩体の一部が再動岩である可能性などについては，すでに何度かのべられている(志岐ほか

1959， 中沢 1959，力日車内 1961，加納ほか 1961)。

きつづいて 9 舞鶴地帯ではいちじるしい沈降がはじまった。この沈降は，同地

帝内の北よりの部分で大きく，そこでははやくから前述のような厚い Flysch型の地層が堆積した。

これに対し，南よりの部分では沈降は比較的少なく，粘板岩，石灰岩柏が堆積している O

対比のしかたによって考えかたがかわるが，

鶴地帯以外のところにもまだ広くひろがっていた可舵性がある O たとえば，

台地の Yabeinashiraiwensis帯などは， そのようなところに堆積したものとみることができる O

しかしこれらは，前者が厚い砂宕相，後者が砂岩，頁岩相というようにいずれもより下位の地層とは

ことにしており，堆積盆の沈降速度の大きくなったこととともに沈降地域の縮少を示してい

るO

くとも上部の堆積物，すなわち Letidolinαtoriyamai化石群が優勢な堆積物につい



ては，北側の陸地から供給されたとみることができる。すなわち，三郡変成帯と中央非変成帯(台地

る地域) とが， すでに隆起地域に転化して舞鶴居群の後背地になったことは疑いな

いへ上郡帯では， 1， 2の磯岩層の礁が南側から供給された形跡があるが，この場合でも

域が後背地となっていたことになる O 舞鶴帯，上郡帯ともに，丹波地帯側から物質の供給をうけたと

いう資料はないが，やはり，堆積盆はしだいに縮少していたと考えられる。山崎東方の例が示すよう

に，丹波地帯の中にも Lφidolinatoriyαmai化石群の堆積盆がのこっていたと考えられるがァ一般

的には，この地帯は沈降のとまったやや安定化した地域となっていたものであろう O

段階は公圧屑の堆積である O 堆積盆はさらにせばまり，沈降はにぶくな

あったところまでが隆起部にひきいれられ，そのいちじるしい

扇状地性ないしデルタ性の公圧相の堆積物が形成された。

る諸変動?とくに後背地のはげしい隆起は，はげし

(三郡変成〉をともなっている。三昏釈の宋には.つい

した口前述(清水ほか，前論文， 1962) 

るものであろう。

中i尺1954，
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中沢

によって不

よって{頃

1961，加納ほかヮ

ともなって，

U、Jニのよう

つくる

げしく

などは，こ

ではすで

ほか 1958)

，
 

h
什
ノ

舞鶴地帯のニ盟組における構造発展史

三郡帯 丹波地帯
来日a
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民三L
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期

斜

市
町
山

F
申
lw

向

期

丹
波
層
群
の
堆
積

陸化・摺曲運動

砂岩層の堆積

海底火山活動

海
底
火
山
活
動

舞
鶴
層
群
の
堆
積

出!年・内海イ七

安定浅海

)夜久野岩類貫入

“輝線凝灰岩類"の噴出

地向斜の著しい分布・舞鶴地帯の発住

#4 向地丹、i本

? 
上昇

陸イ七

郡
変
成
活
動

後

期

畳

主己

ペンシ Jレパニア紀

るいは向時的に互いに関連しながら進行した，変成地域と非変成地域の対立，隆起地域と

の対立，深部裂カの形成，舞鶴地帯の沈降，舞鶴層群の堆積など，これらはすべて富生代地向斜消滅

の段階の一連の重要な出来事であり，この時期に舞鶴地帯をめぐってみられる対立その他の諸現象の

傾向は，一般的には三畳紀の舞鶴地帯の発展にひきつがれてゆくのである。

変成岩自体が露出したという意味ではない。* 
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IV 要 約

れる棟岩の機種から，同層群の後背地には石灰岩台地をふく

さらにそれを貫く夜久野岩類(複合岩類)が露出していたことが推定される。

初期には比較的沈降の著るしくない9 流れの静かな浅梅，中期には沈

しいが閉ざされた静かな内海で、それに乱泥流が流れこんだ状態，後期には激しく隆起する陵

地の前縁の盆地で、あったものと判断される。

3. 

あとがき

この研究をすすめるにあたって御教示， 御協力をえた

た，また現地調査にあたって御援助下さったかたがたに厚く

について御助言し、ただいたことを感謝する O 木研究の貸用

ある O

と密接な関連があり，とも

あるが，
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